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2025年 4月に実施された横浜市学力・学習状況調査の校内分析結果についてお知らせします。年度初めの

調査結果をもとにした分析となりますが、これまでの本校での取組内容と関連付けて、子どもたちの伸びを

分析しました。 

 

【令和 7年度 横浜市学力・学習状況調査 学校全体チャートの結果】       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより

令和８年 1月 発行 

横浜市立小雀小学校 

令和７年度 横浜市学力・学習状況調査 報告 

【生活意識】 
 学年によって、散らばりは

ありますが、横浜市の平均に

近い結果となっています。 

点線の円が、横浜市の平均

を示しています。 

【教科学力】 
横浜市の平均を下回っている結果

となっています。 

【学習意識】 
 学年によって、散らばりは

ありますが、横浜市の平均に

近い結果となっています。 

 令和 6年度の結果と比べても、学力については横浜市の平均を下回

る結果となっています。一方で、生活意識や学習意識に関しては、学

年によって散らばりはあるものの、横浜市の平均に近い結果も見受け

られます。 

 横浜市の平均との差から、 

・教科学力については、横浜市の平均と差がある状況です 

・生活意識・学習意識と教科学力が結びついている学年もあるが、結

びついていない学年もあります。 

・学習に対する意識は、学年によってばらつきがあるため、学習に向

かう姿勢を高める必要があると考えます。 

分析結果 



 

【① 各学年の教科学力の結果と生活意識に関する結果について】 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学年の国語科の結果と生活意識調査の本年度のデータと、結果の詳細になります。 

6年生 

5年生 

4年生 

3年生 

□国語科正答率【正答率が低かった項目】 

文学的な文章…描写を基に登場人物の心情の変化を捉える。 

説明的な文章…文章全体の構成を捉える。 

情報活用…資料を読み、理解したことから、考えまとめる。 

 

□生活意識【横浜市の平均と比べて低かった項目】 

校外生活…一日の学習時間・一日の読書時間 

     地域や社会をよりよくするために何をすべきか考

える意識 

結果詳細（課題点） 本年度データ 

2年生 

□国語科正答率【正答率が低かった項目】 

文学的な文章…登場人物の気持ちの変化を具体的に想像する。 

説明的な文章…元の文章の表現を生かして要約する。 

 

□生活意識【横浜市の平均と比べて低かった項目】 

校外生活…一日の学習時間・一日の読書時間 

     地域や社会をよりよくするために何をすべきか考

える意識 

□国語科正答率【正答率が低かった項目】 

文学的な文章…修飾と被修飾との関係を理解する。 

       登場人物の気持ちの変化を具体的に想像する。 

説明的な文章…元の文章の表現を生かして要約する。 

 

□生活意識【横浜市の平均と比べて低かった項目】 

校外生活…一日の学習時間・一日の読書時間 

     地域や社会をよりよくするために何をすべきか考

える意識 

□国語科正答率【正答率が低かった項目】 

文学的な文章…第１学年に配当されている漢字を正しく使う。 

       登場人物の様子を想像する。 

説明的な文章…時間の経過に基づいた順序を捉える。 

 

□生活意識【横浜市の平均と比べて低かった項目】 

校外生活…まちをよくするために自分にできることは何か考

える意識・まちの行事への参加状況 

自己意識…自分にはよいところがあるかへの意識・夢や目標を

もっているかの意識 

 

□国語科正答率【正答率が低かった項目】 

文学的な文章…助詞の使い方を理解し、使う。 

       登場人物の会話を基に、内容を捉える。 

説明的な文章…文章の中の重要な文を考えて選び出す。 

 

□生活意識【横浜市の平均と比べて低かった項目】 

自己意識…学校やまちでのきまりをまもることは大切だとお

もうことへの意識・夢や目標をもっているかの意識 



 

小雀小学校 各学年の一日の学習時間 

横浜市 各学年の一日の学習時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果分析と改善への方向性 

国語科の授業改善 

一日の学習時間 

国語科への 

学習意識の向上 

「できた」 

「わかった」 

横浜市の平均正答率

と比べると、 

低い現状がある 

文学的な文章 

説明的な文章 

情報活用 

本年度４月の結果 本年度中の方向性 

国語科への学習意識を維持す

ることを前提として、引き続き、

基礎・基本の定着を図ることを

していきます。 

具体的は、漢字学習の反復や

小単元（今回の結果として、助詞

や修飾関係など）にも力を入れ

ていきます。 

文学的な文章や説明的な文章

においても、子どもが主体的に

学習を進めることができるよう

に授業改善を図っていきます。 

一概に、学習時間が長ければ、教科学

力が上がるということではないが、横

浜市の各学年の一日の学習時間と比べ

たときに、小雀小学校の児童の学習時

間は少ないことが分かります。 

「３０分より少ない・ほとんどしな

い」と答えている児童の割合について

は、横浜市の数値を大幅に上回ってい

ることが分かります。 

この質問項目は、じゅくや家庭教師

も含むものにはなりますが、家庭学習

にとれる時間が多くないことも結果か

ら捉えることができます。 

 

 家庭学習においては、 

① 学校での学びを復習すること 

② 自分から学習をする習慣をつける

こと 

を目的に、小雀小学校では家庭学習を

出しています。もちろん、教科学力の向

上にも関連してくるとよいですが、ま

ずは、自分から学習に取り組む姿勢を

身に付けることができるようにしてい

ます。今回の結果を受けて、本校でも家

庭学習について検討を重ねていきま

す。 

 

 今回の調査結果としても、学習時間

と各教科の調査結果は関連している部

分も見られると思いますので、改めて、

各ご家庭でも学習時間の見直しを図っ

ていただけたらと思います。 

 子どもたち一人ひとりが「自分もがんばったらできた！わかった！」

という思いを、誰もがもつことができるように、学校は授業改善を！家

庭は粘り強い声かけを！していきます。また、学校×家庭が連携して、子

どもたちの学習意識や生活意識を高めることができるようにしていきま

しょう。 



 

【② 自分づくりに関するアンケート結果について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本年度データ 結果詳細 

 小雀小学校全体の「自分のことが

好きですか？」という意識調査の結

果については、横浜市の平均と比べ

ると学年のちらばりはありますが、

おおよそ肯定的に捉えることができ

ている子どもの数が多い割合と捉え

ることができます。 

 横浜市の結果と比べると「好き」

（ピンク色）とはっきりと回答して

いる子どもの割合も各学年にちらば

りはあるものの多い印象がありま

す。 

 

各学年の「自分づくり」に関するアンケート結果の詳細になります。 

□小雀小学校のアンケート調査の結果「自分のことが好きですか？」 

□横浜市立小学校のアンケート調査の結果「自分のことが好きですか？」 

 横浜市の平均で言えば、学年が上

がるにつれて、「自分のことが好

き」（ピンク）とはっきりと回答する

子どもの割合が減っていることが

分かります。同様に、「どちらかと言

えば好き」と回答する子どもも減っ

ています。 

これは、学年が上がるにつれて、

自分のことを肯定的に捉えること

が難しいことが分かります。 

 

 子どもたち一人ひとりが、自分のよいところも苦手なところも「自分ら

しさ」と捉え、自分のことが好きだなと思えるところを増やすことができ

るように、周りの友達との関係づくりをしていきます。学校はもちろん、

家庭、地域、みんなで子どもたちのよさを認め、伝える雰囲気をつくりま

しょう！ 

 学年が上がるにつれて、自分のよいところや苦手なことについて、考えられるようになってきます。また、

自分と他者の特徴などを比べることも、子どもながらだんだんとしていくようになります。そのため、横浜市 

も小雀小学校も同様に、「自分のことが好き」と肯定的に捉えることができる子どもの割合が減っていくこと

がデータから分かりました。学年が上がるにつれて、自分のよさを否定的に捉える子どもも多いことも、デー

タから読み取れます。 

結果分析と改善への方向性 



 

【③ その他の結果について】 

 
□一日にどのくらい、ゲーム機器、タブレット、スマートフォン、パソコンなどを使ってゲームをする

か？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□あいさつを自分からしているか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□一日にどのくらい読書をしますか（学校での読書、電子書籍を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市と本校のデータを比べたときに、違いが見られたアンケート項目について 

 横浜市のデータと比べる

と、２時間以上、ゲームをし

ている子どもの割合が多い

です。ゲーム等をすること

における体への影響などを

学校では指導しますが、各

ご家庭でもゲームのできる

時間などを決めることなど

を徹底してください。 

 横浜市のデータと比べる

と、あいさつを自分からし

ていない子どもの割合が多

いです。全ての子どもが自

分からあいさつができるよ

うに児童会活動等を中心に

取組を進めます。各ご家庭

でも、お声かけお願いしま

す。 

 

 横浜市のデータと比べる

と、ほとんど読まない子ど

もの割合が多いです。学校

では、学校図書館の利用促

進に努めますが、各ご家庭

でも読書の時間をとること

について、お声かけいただ

けると助かります。よろし

くお願いします。 

 


